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本書について

めあてと評価規準を確認

『これで解決！図工の授業』

『評価のABC』

指導者用デジタル教材コンテンツ「授業動画」

メモ帳

評価に唯一の正解はない

本書では、実際の授業での子どもの姿を基に、評価について考えていきます。子どもたちは、どんな	
場面で資質・能力を発揮しているのでしょうか？
動画を見ながら一緒に考えていきましょう。

題材：わっかで へんしん
紙で輪をつくり、飾りを付けて自分が変身するものをつくる工作に表す題材です。令和６年度版図画工
作科教科書『ずがこうさく１･２下』p.18-19 に掲載されています。

目次

Section１	 授業動画を見てみよう………３

Section２	 評価例の解説…………………７

番外編	 評価に関するコンテンツ	……15

本書で使用する動画は、こちらから
ご覧いただけます。

写真：令和６年度版図画工作科教科書『ずがこうさく１・２下』p.19 掲載

自分なら子どもたちのどのような姿をどのように評価するのか、	
ぜひいろいろな先生と一緒に話しながら見てください。

Section１
授業動画を見てみよう

私は「技能」を働かせている
と思ったな

この場面は「知識」を
働かせていると思う

３２

https://youtu.be/Hmnj6LwttJk?list=PLcZN34N1CPdmit7SD4aQDQA0TymTUHIjq
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本書について

めあてと評価規準を確認

『これで解決！図工の授業』

『評価のABC』

指導者用デジタル教材コンテンツ「授業動画」

メモ帳

評価に唯一の正解はない

まずは、教科書の「学習のめあて」と評価規準を確認しましょう。

題材の目標と評価規準の
つくり方はコチラ

※評価規準は、『図画工作 教師用指導書 指導解説編 １・２下』p.76-77 でご確認ください。

動画を見ながら、評価したい子どもの姿を書いてみましょう。

【知識 ･技能】（知識）

【思考 ･判断 ･表現】（発想や構想）

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識 ･技能】（技能）

【思考 ･判断 ･表現】（鑑賞）

評価規準例

知識・技能

知識 ・�輪に飾りを付けて自分が変身するものをつくるときの感覚や行為を通して、いろ
いろな形や色などに気付いている。

技能 ・�色画用紙、はさみ、ホチキス、セロハンテープなどに十分に慣れるとともに、手
や体全体の感覚などを働かせ、表したいことを基に表し方を工夫して表している。

思考・判断・
表現

発想や
構想

・�いろいろな形や色などを基に、自分のイメージをもちながら、輪に材料を付けたり、
変身しつつある自分の姿を見ながら感じたこと、想像したことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて考えている。

鑑賞 ・�いろいろな形や色などを基に、自分のイメージをもちながら、変身した自分たち
の姿や飾りの造形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げている。

主体的に学習に
取り組む態度

・�つくりだす喜びを味わい楽しく輪に付けて自分が変身するものをつくる学習活動
に取り組もうとしている。

学習のめあて

知識及び技能
知識 ・したい へんしんに あう かたちや いろを 見つける。

技能 ・ざいりょうの つかいかたを くふうする。

思考力、判断力、
表現力等

発想や構想 ・たしかめながら、へんしんしたい ものを かんがえる。

鑑賞 ・みんなで へんしんした ようすを あじわう。

学びに向かう力、人間性等 ・わっかで へんしんする ことを たのしむ。

５４

https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/zuko_tbs/zuko_tbs009/


本書について

めあてと評価規準を確認

『これで解決！図工の授業』

『評価のABC』

指導者用デジタル教材コンテンツ「授業動画」

メモ帳

評価に唯一の正解はない

子どもたちのどのような姿を見つけることができたでしょうか？同じ場面でも、先生によって違う見方
をしていたところもあったかもしれません。
それは、子どもたちが本来、さまざまな資質・能力を一体的に働かせながら活動しているからであり、
見ている先生が、それぞれに大切にしたいことが違うからです。
つまり、評価に唯一の正解はない、と言えます。だからこそ、たくさんの先生の意見を聞くことで、	
より多様な視点で子どもの姿を見ていくことができるようになります。

左の姿を「いろいろな形や色などに気付いている
（知識）」と価値付けることも、「表し方を工夫して
表している（技能）」と価値付けることもできま	
すね。

授業動画の評価の一例を紹介します。他にはどのような価値付けが
できそうか、考えてみるのもよいでしょう。
※教師用指導書では、評価の場面について動画で解説しています。
詳しくは p.18 をご確認ください。

Section２
評価例の解説

７６



いくつもの色の紙を使って、輪を飾っています。いろいろな色に気付いている姿です。
細い紙を使い、両端が二重になるように紙を付けています。ぴったり重ねるのではなく、少し
ずらして見え方を確かめています。

銀色の紙をハート型に切り、その上に小さなピンク色のハートを切って、重ねています。自分
の表したいことに合わせて表し方を工夫しています。

腰に太い輪をつくることを思い付き、試しています。また、紙を付けた輪をいろいろな方向	
から見て、この先の活動について考えている様子です。

【知識 ･ 技能】知識
【知識 ･ 技能】技能

【知識 ･ 技能】技能 【思考・判断・表現】発想や構想

９８



切った紙を輪に当てて、鏡で確認しながら、どこにどのように付けたらよいか考えています。
自分のつくったものを身に付けて、鏡でポーズを取って、自分が変身したいものになりきるこ
とで、造形的な面白さや楽しさを感じ取っています。

【思考・判断・表現】発想や構想
【思考・判断・表現】鑑賞

友人のつくっているものを見て、面白さを感じ、「いいね～」と伝えています。

【思考・判断・表現】鑑賞

主体的に学習に取り組む態度は、それだけを取り出して評価するのではなく、子どもが自分で
「知識及び技能」を獲得したり、「思考力、判断力、表現力等」を身に付けたりするために粘り
強く取り組んだり、学習を調整したりしている姿を活動全体を通して丁寧に価値付けるように
しましょう。

【主体的に学習に取り組む態度】

おー バッグみたいでいいね

10 11



いろいろな色があることに気付き、つくりたいものに合った色を選んでいます。

【知識 ･ 技能】知識
これからつくるものについて考えています。

【思考 ･ 判断 ･ 表現】発想や構想

ホチキスを使い、思いに合うように紙を付けています。

【知識 ･ 技能】技能
実際に身に付けてみて、作品の面白さや楽しさを味わっています。

【思考 ･ 判断 ･ 表現】鑑賞

さまざまな資質 ･ 能力を連続的に働かせている場面
p.8-11 では、子どもの姿を資質・能力ごとに見てきましたが、実際の活動では、子どもたちがさまざま
な資質・能力を続けて発揮している様子を見ることができます。
このページでは、さまざまな資質・能力を連続的に働かせている場面を見てみましょう。

これと　これと まだまだあるよ　これだけ使うから いっぱい使わないと面白くないじゃん

せーのっ！　がしゃん！ 前　一応見える！
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子どもたちのすてきな姿を見つけたら「すてきだね」「面白いことを	
考えたね」と価値付ける声掛けや、「どうしてこの形にしたの？」という
ような問いかけをしてみましょう。子どもたちは自分から、考えたことや
感じたこと、自分の工夫を話してくれます。
そうして「次はどんなことするのかな？」とさらに活動を促してあげると	
よいでしょう。評価は、子どもたちがより資質・能力を発揮するための指
導につなげることが大切です。
※�教師用指導書では、子どもたちに対する関わり方の解説動画もご覧	
いただけます。詳しくは p.18 をご覧ください。

評価について、さらに理解を深めていくことができるおすすめのコン
テンツを３つご紹介します。

番外編
評価に関するコンテンツ

何から変えたらよいか分からないあなたへ

何から変えたらよいか分からないあなたへ

執筆 中村珠世　

監修 阿部宏行
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図工を通して 子どもがもっと好きになる

CD33494

日文 教授用資料
令和２年（2020年）  7 月 31日発行

図工を通して　子どもがもっと好きになる

評価のABC

本資料は，一般社団法人教科書協会
「教科書発行者行動規範」に則り，
配布を許可されているものです。

詳しくはWebへ！
日 文 検索

日文の実践事例、教科情報

飛び出てて面白いじゃんこれも面白いじゃん
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本書について

めあてと評価規準を確認

『これで解決！図工の授業』

『評価のABC』

指導者用デジタル教材コンテンツ「授業動画」

メモ帳

評価に唯一の正解はない

マンガや豊富なイラストで「図工の授業がうまくいかない理由」を解きほぐしつつ、授業のポイントと
指導書の活用方法を丁寧に解説している資料です。評価については、特に p.24-26 で詳しく解説してい
ます。

「評価が主観によって左右されないか心配」「作品の出来栄えだけで評価しているかも」など、評価に関
する先生方の不安やお悩みに対して、Q＆ A形式で、４コマイラストとともに分かりやすく解説してい
ます。

授業づくりを考えよう

24 25

5.5.子どもの工夫や意図をキャッチしよう授 

業 

前

授 

業 

中

授 

業 

後

● 子どもの視線の先 、
　手元の動きを見よう
ふと見ると、活動に取り組んでいた子どもの動きが
止まっていることがあります。子どもの表情や手の
動きなどを見て、困っている様子が感じられないと
きは「この次どうしようかな」「これはどうかな、もっ
と〇〇したい」というような、次の工夫につながるこ
とを考えているのかもしれません。それはそのまま、
題材の目標（＝評価）とつながっています。「今、どん
な感じなの？」と声をかけ、考えていることを探って
みましょう。

● 子どもの「工夫や表したいこと」を
　受け止めよう
大人が「上手だな」「上手な表現はどれかな」と感
じる見方だけで活動や表現を見ると、子どもの意
図や工夫を見逃してしまいます。子どもの工夫は「自
分の作品をもっと〇〇したい」という願いや思いか
ら生まれてきます。一人ひとりに寄り添い、考えてい
ることや、表そうと工夫していることを見付けてい
きましょう。

キャッチできたら①

● 写真や短い動画で記録してみよう
その時間のねらいや目標に対して、先生がよいと感
じた子どもの工夫や表現の変容などは、写真や短
い動画（30秒程度）で記録していきましょう。子ども
の目線や手元の動きなども合わせて撮影しておく
と、あとで振り返ったときに具体的なエピソードと
して思い起こすことができます。

キャッチできたら②

● 引き出す声かけをしてみよう
どんな言葉をかけられたら、子どもが「うれしい」「話したいな」と感じるでしょうか。
子どもの目線や立場で、かける言葉を考えてみましょう。

子どもの工夫や表したいことは、活動の評価につながる
［こんな視点をもって取り組んでみよう］

➡�各題材�➡�題材の目標／指導の手立て／評価規準例指導解説編 ➡�授業動画指導者用デジタル教科書（教材）

「今、どんな感じ？」
工夫しているかな？
どんなことを考えているかな？

「またあとで来るね」
「またあとで教えてね」
どんな感じに変化して�
いくのかな？

「それで〇〇なんだね」
「なるほど」
子どもの考えや工夫を�
共感的に価値付ける。

「え～、すごいね」
「そうきたか」

「先生、そんなことまで考えてなかったな」
その時間のねらい・目標に対して、
先生がよいと感じたことを伝える。

あのね……

「このあと、
どうなっていくの？」

イメージや見通しはあるかな？
何となく試している状況かな？

教 師 用 指 導 書 の コ コ！教 師 用 指 導 書 の コ コ！

みんな活動がうまく
進んで、あとは作品が
完成すればOKですね

完成作品を評価
すれば終わり

上
手
上
手

だ
か
ら
Ａ
！

だ
か
ら
Ａ
！

作
品
は
あ
く
ま
で

作
品
は
あ
く
ま
で

結
果
だ
か
ら

結
果
だ
か
ら

できるまでの
プロセスも見ないと
評価は難しいよ

プロセスって、全部見るのはムリ
だし、どこを見たらいいのか…

今、どんな感じ？今、どんな感じ？

宇宙みたいにしたい宇宙みたいにしたい

いろんな色の星になるいろんな色の星になる
ように絵の具をたらそうように絵の具をたらそう

作品だけ作品だけ
見ても…見ても…

？？

違う色も使って違う色も使って
みようかと思って…みようかと思って…

倒れちゃう…倒れちゃう…

１回全部１回全部
壊して壊して

太さを工夫太さを工夫
したら立った！したら立った！

子どもの考えていること
や工夫を引き出すような声
かけを心がけてみようか

手の動きや
表情も見よ
うねぇ

28 29
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A A
　「新しさ」が，今を変える力であることを私たちは

知っています。平成の初めに「新しい学力観」が打

ち出され，それまでの詰め込み主義の学習観に新風

を吹き込みました。関心や意欲など，情意面に裏打

ちされた学習が着目され授業づくりが進みました。

昭和 52年に新設された「造形遊び」（当初は造形的

な遊び）は，改訂ごとに拡大され，現在は全学年で

実施されています。

　遊びのもつ教育的な意義と，能動的で創造的な性

格に着目した造形遊びが，学習として図画工作に位

置付きました。材料に働きかけて，自分の感覚や行

為を通して捉えた形や色などから，イメージをもち，

思いのままに発想や構想を繰り返しながら，自らの

技能を働かせて「つくること」が造形遊びです。で

すから単に遊ばせることが目的ではありません。

　造形遊びは，過程が全てといえるでしょう。次の

瞬間には変わっているというように，刻々と変化し

ます。それは子どもの感覚や行為によるものだから

です。作品を前にして優劣を付けようとする評価で

はありません。目の前の子どもの活動や行為をよさ

や可能性として見取ろうとするものです。

　特別な力を見ようとしているのではありません。

どの子どもも持ち合わせている資質・能力です。造

形遊びの評価において，子どものよさや可能性は行

為に表れるのです。行為は資質・能力の表れです。

集中して取り組む姿などは態度として評価すること

ができます。子どもも大人も興味や関心のある遊び

には，時間を忘れて集中して活動する姿を見取るこ

とができます。

　「もの」ではなく「こと」なのです。子どもにとっ

ては「つくること
3 3

」が大切なのです。材料に働きか

ける「遊び」は，意欲を喚起し資質・能力を発揮させ，

手や体の感覚を陶冶し，創造性を培うのです。です

から，子どもは造形遊びが大好きです。

過程での子どものよさや可能性を捉える

造形遊びの評価が分かりません。Q 17

1）鬼丸吉弘『児童画のロゴス：身体性と視覚』勁草書房 1981

　「子どもが見える」とは，「子どもを理解する」こ

とです。子どもが資質・能力を働かせて，その育成

を図っているところを見取る「評価」につながります。

　「授業が見える」とは，「授業を構造的に捉え指導

を工夫する」ことです。子どもの資質・能力を育成

するに当たって，指導の工夫などを意図的に考え，

実践することです。

　それでは，子どもの作品を評価するときに必要な

のは，芸術家のような審美眼でしょうか。いいえ，

子どもの作品をいわゆる「芸術品」として捉えては

いけません 。子どもの作品は，成長することに伴

って，必然的に表れる発達の証（軌跡）なのです。

ですから，周囲の大人や先生は子どもの表現を肯定

的に捉えて子どもも作品も受け入れることが大切で

す。

　この受け入れは，次に「期待」というまなざしに

なります。これが指導の基本です。健やかで，心豊

かな人格形成に寄与するまなざしです。

　指導と評価は一体です。では，どのように一体な

のでしょう。これは，先生の子どもへの関わりを示

しています。評価は子どもの所作や作品などの諸々

のことを対象として捉え，理解することといえます。

そのことを認めた上で，ほめたり，励ましたり，と

きには叱ったりするような「指導」という形で働き

かけることになります。この働きによって，子ども

は目標を見定めたり，改善したりします。その上で

子どもは実現に向けて「つくり・つくりかえ・つくる」

という図画工作ならではの「実行」に至るのです。

　これらの目標は毎時間の具体的な目標もあれば，

少し遠くに置いた「よりよい自分」をイメージした

目標もあります。このときに「省察」という振り返

りなどによって確かな目標をもつことができます。

　先生には目標設定に対する指導や目標の実現に向

けた指導などが考えられます。

１）

子どもの作品は発達の証

子どもの作品は評価しなくていいのでしょうか。Q 16
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思い通りの授業に
ならない

そもそも図工をそもそも図工を
学ぶ意味って？学ぶ意味って？

手が止まっている子への手が止まっている子への
対応が分からない対応が分からない

いい作品って何？いい作品って何？

一つひとつ一つひとつ
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図工を通して 子どもがもっと好きになる

CD33494

日文 教授用資料
令和２年（2020年）  7 月 31日発行

図工を通して　子どもがもっと好きになる

評価のABC
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「教科書発行者行動規範」に則り，
配布を許可されているものです。

詳しくはWebへ！
日 文 検索

日文の実践事例、教科情報
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本書について

めあてと評価規準を確認

『これで解決！図工の授業』

『評価のABC』

指導者用デジタル教材コンテンツ「授業動画」

メモ帳

評価に唯一の正解はない

教師用指導書に同梱されている指導者用デジタル教科書（教材）には、「わっかで へんしん」（１・２年）	
「光とかげから生まれる形」（３・４年）「ほり進めて刷り重ねて」（５・６年）の授業を、「教師の関わり編」
「子どもの評価編」を含む４つの視点で解説した動画が収録されています。

指導者用デジタル教科書（教材）は、教師用
指導書内にあるクーポンを使って利用登録を
すればすぐにお使いいただけます！（無料）

授業ダイジェスト編
授業全体をコンパクトにまとめています。解説な
どは入っていません。

子どもの評価編
評価規準を基に、子どものどのような姿を見取り
評価していくとよいか、具体的に解説しています。

教師の関わり編
授業を組み立てるポイントや、子どもが目標を達
成できるようにする関わりについて、具体的に解
説しています。

授業者インタビュー編
図画工作科の授業を行うにあたって、大切にしてい
る点やこだわりについてお答えいただいています。

詳しくは指導書の中にある
「クーポンご利用ガイド」
「セットアップガイド」
をご参照ください！
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